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畜産草地研究所御代田研究拠点（長野県北佐久郡御代田町）の放牧草地において，2002 年 5 月から 11 月まで標高
1,000m，1,100 mおよび 1,200 mの 3 地点に牛糞トラップ（糞 1 kg 使用）を設置し，放牧草地での牛糞の分解に係
わる糞虫相とその季節的変動を調査した。またその糞虫相の特徴と放牧草地での糞分解への寄与について考察した。
3調査地点で合計2,320個体が捕獲され，ダイコクコガネ亜科（Scarabaeinae）5種およびマグソコガネ亜科（Aphodiinae）






豊度（species richness）は 13.2 ± 0.7（S.E.），また種多様度（Shannon-Wienerの情報量指数 H’）は 1.640 ± 0.017（S.E.）
で糞虫相の多様性は低かった。穴掘り屋の糞虫の種数は7月と8月の夏季に最も多くなり11月末には出現しなくなっ
た。住込み屋の糞虫は春により多くの種が出現した。住込み屋の個体数は 5 月にはトラップ当たり 30.2 個体であっ
たがその後減少し，7 月以後は低い密度であった。穴掘り屋のトラップ当たり個体数は 5 月 22 日には 55.7 で，その




















歴史を持ち 36），その放牧草地は標高 1,000 mを越える山
地に立地している。Yamada ら 47）は御代田研究拠点の






















南斜面に位置し（北緯 36 度 21 分，東経 138 度 30 分，
標高 1,000m～ 1,200m），27haのオーチャードグラス主




2002年 5月に 2回，その後 11月まで月 1回，標高 1,000 
m，1,100 m および 1,200 m の 3 地点に，直径 22 cm，
深さ 10 cm のプラスチック製のざるに土を入れ牛糞 1 
kg（湿重）を置いた早川式牛糞トラップ 15,21）をそれぞ













Wienerの情報量指数 H’）は Chao and Shen6）の SPADE
を用いて計算した。種豊度は在 -不在データを用いて偏




3 調査地点で合計 2,320 個体が捕獲され，ダイコクコ
ガネ亜科（Scarabaeinae）5 種およびマグソコガネ亜科




する糞虫，dweller 3））であった。標高 1,000 m，1,100 m


























ルして分析を行った。穴掘り屋の糞虫の種数は 7 月と 8
月の夏季に最も多くなり 11 月末には出現しなくなった
（図 1）。住込み屋の種数は春に多く出現しその後は減少
した。両方を含めた糞虫の総種数は 6 月にピーク（8 種）
に達し，その後徐々に減少して 11 月末には住込み屋の
2 種だけとなった。
住込み屋の個体数は 5 月にトラップ当たり 30.2 個体
であったがその後減少し，7 月以後は低い密度であった
（図 2）。穴掘り屋のトラップ当たり個体数は 5 月 22 日
には 55.7 で，その後 6 月まで減少したが夏季の 7 月と 8







合計種 名 下（1,000） 中（1,100） 上（1,200）
コガネムシ科 SCARABAEIDAE
 ダイコクコガネ亜科 Scarabaeinae
ツノコガネ Liatongus minutus (Motschulsky) Ｔ        33       35       17      85
マエカドコエンマコガネ Caccobius jessoensis Harold Ｔ      120     183     245    548
スズキコエンマコガネ C.  suzukii Matsumura Ｔ          0         0         2        2
クロマルエンマコガネ Onthophagus ater Waterhouse Ｔ          1         0         1        2
シナノエンマコガネ O. bivertex Heyden Ｔ   188     299     246    733
 マグソコガネ亜科 Ahpodiinae
オオマグソコガネ Ahpodius quadratus Reiche Ｔ     184     193     155    532
フチケマグソコガネ A. urostigma Harold Ｄ       11       24         3      38
コマグソコガネ A. pusillus (Herbst) Ｄ     239       59       29    327
マグソコガネ A. rectus (Motschulsky) Ｄ       16         6         0     22
マキバマグソコガネ A. pratensis Nomura et Nakane Ｄ         1         0         1        2
ヌバタママグソコガネ A. breviusculus (Motschulsky) Ｄ         0         2         7        9
ヨツボシマグソコガネ A. sordidus (Fabricius) Ｄ         1         1         3        5
ウスイロマグソコガネ A. sublimbatus Motschulsky Ｄ       10         5         0      15
種 数       11       10       11      13
Ｄ / Ｔ 個体数比    0.53    0.14    0.06   0.23
総 個 体 数     804     807     709 2,320
1 Ｔ：穴掘り屋，Ｄ：住込み屋。
多様性指数 推定値 標準誤差 95% 信頼区間
種豊度 1 13.2 0.7 13.0 – 18.0
種多様度 2 1.640 0.017 1.607 – 1.673
1 在 -不在データを用いてバイアス修正した Chao2 で推定した
  期待種数。
2 Jackknife法による Shannon-Wienerの情報量指数 H’の推定値。
表 1. 牛糞トラップで調査した御代田研究拠点の糞虫相
表 2. 御代田研究拠点の放牧草地の糞虫相の多様性指数
図 1.  御代田研究拠点における放牧草地の糞虫種数の季節的
推移
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図 3 に住込み屋糞虫 5 種のトラップ当たり個体数の季
節的変動を示した。コマグソコガネは調査開始の 5 月
22 日の 28.2 個体から減少し 7 月には見られなくなった。
ウスイロマグソコガネも 5 月と 6 月以後は出現しなかっ
た。ヌバタママグソコガネは 5 月だけに少数出現した。




図 4 ～ 7 に穴掘り屋の糞虫の個体数の季節的変動を雌
雄別に性比（個体数が少ない調査日の性比は省略）とと
もに示した。ツノコガネの個体数は 6 月には少なかった
が夏季の 7 月と 8 月に増加し，9 月には減少した（図 4）。
マエカドコエンマコガネは 5 月の個体数は多かったが，
6 月に一度減少し 8 月まで再び増加して 9 月には減少し
た（図 5）。シナノエンマコガネとオオマグソコガネも 5
月の個体数は夏の最盛時に比べて少ないものの同様の季











図 3.  御代田研究拠点の放牧草地における住込み屋糞虫 5 種の
トラップ当たり（牛糞 1 kg 使用）個体数の季節的変動（縦
軸は対数）
図 4.  御代田研究拠点における放牧草地のツノコガネのトラッ
プ当たり（牛糞１kg 使用）個体数の季節的変動
図 5.  御代田研究拠点における放牧草地のマエカドコエンマコ
ガネのトラップ当たり（牛糞１kg 使用）個体数の季節
的変動
図 6.  御代田研究拠点における放牧草地のシナノエンマコガネ
のトラップ当たり（牛糞１kg 使用）個体数の季節的変動
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藤荷田山草地 （標高 311 m，年平均気温 12.2℃，年降
水量 1,503 mm（平年値），以後藤荷田山と呼ぶ）のそれ





































































は 38）），御代田の糞虫個体数は 9 月下旬以後を除いてお
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Fauna and seasonal dynamics of dung beetles were determined by assessing insects caught in basket traps bated with 
1 kg cattle dung at altitudes of 1,000 m, 1,100 m and 1,200 m from May to November on the pasture of the Mountainous 
Grassland Research Station, NLGS at Miyota, Nagano. In total, 2,320 individuals belonging to ﬁve species of Scarabaeinae 
and eight species of Aphodiinae were captured. Six species were tunnelers and seven were dwellers. Although the 
number of individuals captured in each species varied depending on altitude, the number of species and the total number 
of individuals were almost equivalent across altitudes. The ratio of dwellers to tunnelers was decreased as tunnelers 
dominated more with increasing altitude. The most abundant was Onthophagus bivertex Heyden, followed by Caccobius 
jessoensis Harold, Ahpodius quadratus Reiche, A. pusillus (Herbst), and Liatongus minutus (Motschulsky) in decreasing 
order. The individual number of C. suzukii Matsumura, Onthophagus ater Waterhouse, A. pratensis Nomura et Nakane, A. 
breviusculus (Motschulsky), and A. sublimbatus Motschulsky were small.  The expected species richness estimated by the 
bias-corrected Chao2 estimator was 13.2 ± 0.7 (S.E.) and Shannon-Wiener＇s H ＇ was 1.640 ± 0.017 (S.E.), indicating the 
diversity of the fauna was low. The number of tunneler species increased in July and August, whereas that of dwellers was 
abundant in spring. The individual number of dwellers was 30.2 per trap in May, and thereafter it decreased. The individual 
number of tunnelers was abundant in May; after a decrease in June it increased in July and August exceeding 100 per trap. 
The sex ratio of dominant tunneler species tended to favor females possibly due to different roles of males and females 
in the nests. We concluded that the pasture was important for conservation of rare dung species and this fauna could 
contribute to dung decomposition effectively on the pasture.
Key words : mountainous pasture, dung beetle fauna, seasonal dynamics, conservation, dung decomposition
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